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表紙のことば

この建物は、日本生命保険株式会社九州支底とし

て、辰野金吾・片岡安両氏の設計により明治42年2
月に竣工したものである。

小規模の建物であるが、屋根の形、壁面は変化に

富み、装飾性が強〈、化粧の煉瓦、石材は英国より

の輪入と伝えており、赤、煉瓦の壁面に白い石材で償

縞を何段も入れた外装は19世紀末頃英国で流行した

形式である。

明治末期における本格的な煉瓦造り洋風建築とし

て、建造当時の形態風姿がよく保存されているとこ

ろから、昭和44年3月重要文化財に指定された。

その後、日本生命保険相互会社から福岡市が譲り

受け、保存のための修復を加えるとともに一部改装

を行ない、歴史資料館としてこのたびー般に公開さ

れる運びとなった。

この資料館は縄文、弥生、古漬、大宰11干とi1rJ~~~館、

対外貿易 (磁器)、郷土の先学の業績の6つのコー

ナーよりなるが、特にわが国古代文flfjの昭光期に先

鞭をつけた弥生時代の展示に力がそ 、がれている。

また福岡市の歴史が全体的に理解できるよう各種遺

跡を電動で表示1る遺跡、分布模型やスライドスクリ
ンを設置した。



かんのオ:的容のこ〈おう

国宝「漢委奴国王」の金印

今から 2，000年ほどむかし、今の福岡地方K

「奴の国Jと呼ばれる原始小国家がありまし

た。 ζの「奴の国」の使者が、はるばる玄界

灘を乗りきって大陸(当時後漢の国 )VC渡り

時の星席(光武亭)から「印綬」をもらった

という乙とですが、 ζの乙とは中国の歴史書

「後書集委」のK次のよう K書いてあります。

「建武中元二年倭奴国奉貢朝賀使人自称大夫

倭国乏極南界也光武賜以印綬・・…・」

ζの「印綬」が 1784年(天明4年 )VC志賀

島の西海岸で偶然発掘された国玉「金印」で

あります。















































































































① 

わたくしたちは‘玄大会を通じ‘新しい時代K即応する道を自らの努力Kよって創造し、公

民館の目的にてらし、理念の実践に通進することを誓うとともに、つぎの諸点の実現について

関係諸機関Ii::強〈要望する。

国県花対して

(1 ) 公民館を義務設置する乙と。

(2) 公民館施設・設備の国庫補助を定率化し糟額する乙と。

(3) 公民館職員の養成機関を設置するとと。

市町村に対して

(1 ) 公民館長 ・主事の専任化を図ること。

以上、宣言決議する。

昭和 47年 7月7日

宣言決議の処理

ア 中央関係省庁に対しては、全公速を通じて手交方を依頼した。

イ 各市町村関係者に対しては、文書でもって配布した。

ウ 県段階では、県知事、県議会文教委員、市町村長会、県財政課等に対してそれぞれ手交し、

善処方を要望した。

公民館職員地区別研修会

。北九州地区 2月16日

o 福岡地区 2月20日 筑紫野市中央公民館

o 筑後地区 2月20日 久留米市青年の家

o 筑豊地区 3月 6日 田川市総合庁舎

o京築地区 1 1月30日 豊津中央公民館

① 公民館職員研究グループ委嘱

o小倉中央公民館同和教育研究グル プ

「公民館が開設する掌級・講座の申』とおける同和教育のすすめ方J

o飯塚市中央公民館長・主事会

「変ぼうする社会の申で住民のための公民館玄来の事業はどう展開されるべきか」

o粕屋郡公民館職員研究グループ

同組屋郡における社会教育の発展経過と今後の進むべき方向J
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④ 宮市 査

昭和 47年度公民館実態調査の実施

⑤ 印刷物

「公民館福岡」

⑥ 全公連大会派遣

o期日 11月16日-18日

(3 ) 九公連 ・全公連関係諸会議

区分 dZh玄‘ 議 名

九 第 1回理事会

公

連

関 第 2回卸事会
係

全 第 1回通常総会
公

連

号早
公連事務局長会議

係

(4) 渉外 ・陳情関係

。県』と対する陳情

期

6 

1 1 

5 

5 

o出席者

日

月

月

月

月

1 47名

メ~ 場

熊本市

" 

東 尽

" 

各市郡より知事 ・副知事、財政課関係者にハガキ叱て陳情

o国』と対する陳情

o会場熊本市

出 席 者

会長 ・籾井 ・森

副会長 ・藤井

会長

藤井

48年度建設予定の市町村長および関係者の協力を得て国?と陳情

－ 55 －



1 収入

項 白

負 担 金

2 県費補助金

3 繰 越 金

4 雑 収 入

d口'>. 計

2 支出

項 日

JZ企玄h 議 費

2 専門部会費

3 交 際 費

4 旅 費

5 人 {牛 費

6 消耗品費

7 事 業 費

8 渉 外 費

9 諸支出金

10 予 備 費

翌年度繰越金

ぷE主3 計

昭和47年度福岡県公民館連合会

般会計決算書

当初予算額 現計予算朝日 決 算 額

1，650，000 1，6 5 0，0 0 0 1，6 5 0，0 0 0 

3 0 0，0 0 0 4 5 0，0 0 0 4 5 0，0 0 0 

8， 0 0 0 28，212 2 8， 2 1 2 

2，0 0 0 3， 8 8 1 3， 8 8 1 

1， 9 6 0，0 0 0 2， 1 3 2，0 9 3 2， 1 3 2，0 9 3 

当初予算額 流用地減 補正予算額 現計予算額 決算額

2 9，000 ム 1，605 。 27，395 25，830 

1 6，000 1，605 。 17，605 1 7，605 

10，000 。 。 1 0，000 3，840 

2 1 9，000 20，0 1 3 。 2 3 9，0 1 3 239，0 1 3 

879，400 9，087 。 888，487 888，474 

46，000 2，467 。 4 8，4 6 7 48ι67 

582，000 ム 2，467 150，000 72 9，5 33 7 1 3，1 8 1 

20，000 ム 16，500 。 3，500 3，500 

146，000 。 。 146，000 1 45，900 

1 2，600 ム12，600 22，093 22，0 93 。
46，283 

1，960，000 。1 72，0 93 2，132，093 2，1 32，0 93 

－ 56 －



昭和48年度福岡県公民館連合会事業計画

1.目標

昨年度にひきつづき‘事業展開の重点目燥を.次の諸点におくととも花、第 24回九州公使館

大会を迎える』とあたり‘公民館相互の提携を強め、組織の総力をあげて、 大会の成功そ期する。

(1) 渉外活動の拡充をはかり.公民館振興の世論の高揚につとめる。

(2) 地区公民館連絡組織の強化を図るとともに、公民館職員相互の研究活動を促進する。

(3) 公民館活動振興のため、情報活動の充実を図るとともに、必要な資料の提供につとめる。

(4) 第24回九州公民館大会そ成功させるための組織態勢の強化Kつとめる。

2. 事業計画

(1)渉外関係事業

イ 補助金僧額のための陳情運動の展開

ロ 知事、県教育長との懇談会の開催

(2) 組織強化、研究活動事業

イ 地区別組織育成ならびに職員研究集会(県内6地区)

ロ 公民館職員研究グループの委甥 ( 3グループ)

(3 ) 情報活動、資料提供に関する事業

イ 機関紙 「福公連ニュースJ 仮称)の発行 (年6悶)

ロ 「公民館福岡」特集号の発行

(4) 諸大会

イ 第21回福岡県公民館大会

ロ 第 24回九州公民館大会

ハ 第22回全国公民館大会

(5) 諸 会議

イ評議員会

ロ現事会

ハ専門部会

(6) その他の事業

イ 公民館職員'.I，らびに優良公民館表彰

ロ 福岡県公民館史の編さん

－ 57 －



1. 収 入

項 目

1 負 担 金

2 県費補助金

3 繰 越 金

4. 雑 収 入

合 計

2. 支出

項 目

1 dZh玄. 議 費

2. 専門部会費

3. 交 際 費

4. 旅 費

5. 人 件 費

6 事 務 費

7 事 業 費

8 渉 外 費

9 
負担金及び
分 担 金

10 予 備 費

合 計

昭和 4 8年度福岡県公民館連合会

般会計予算 書

前年度予算額 玄年度予算額
比

増

1，6 5 0，0 0 0 1，9 4 6，0 0 0 296，000 

3 0 0， 0 0 0 3 0 0，0 0 0 。
8.000 8.00 0 。
2，0 0 0 2，0 0 0 。

1.9 6 0，0 0 0 2，256，000 296.000 

較

減

。
。
。
。

。

前年度予算額 志年度予算額 比較槽減

2 9，0 0 0 2 9，0 0 0 。
1 6，0 0 0 1 6，0 0 0 。
1 0，0 0 0 3 0，0 0 0 2 0，0 0 0 

21 9，000 2 6 9， 4 0 0 5 0，4 0 0 

8 7 9，4 0 0 9 0 9，5 0 0 3 0， 1 0 0 

4 6，0 0 0 58.000 1 2，0 0 0 

5 8 2，0 0 0 6 6 2，2 0 0 8 0， 2 0 0 

2 0，0 0 0 20，000 。
1 46，000 238.000 9 2，0 0 0 

1 2，6 0 0 2 3.9 0 0 1 1， 3 0 0 

1，9 6 0，0 0 0 2，2 5 6，0 0 0 2 9 6，0 0 0 

－ 58 －



役名

メ~ 長

副会長

理 事

1/ 

1/ 

1/ 

11 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

11 

11 

11 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

g 

" 

福岡県公民館連合会役員名簿

( 47年度 - 48年度)

氏 名 役職名 所 属

育山 了 市 長 飯 塚 市

坂田亀次郎 理Y 育 長 遠賀郡遠賀町

中尾荘兵衛 公民館長 福岡市香椎公民館

志鶴幸弘 社会教育課長 福岡市教育委員会

吉瀬純一 社会教育主幹 久留米市教育委員会

友添修 館 長 大牟田市公民館

北原信幸 社会教育課長 北九州市教育委員会

坂本毅平 公民館長 戸畑中央公民 館

野沢静治 社会教育課長 飯塚市教育委員会

原 勇 公民館長 甘木市公民館

山中 募 社会教育課長 行橋市教育委員会

米谷 稔 申央公民館長 豊前市中央公民館

菊池 勝 公民館長 申闇市公民館

井原信一 申央公民館長 大野減市申央公民館

武藤久雄 社会教育課長 筑紫野市教育委員会

井上 馨 申央公民館長 那珂川町中央公民館

桑野 勇 社会教育主事 玄海町教育委員会

久家貞美 公民館長 稲築町公民館

大山初男 浮羽町社教主事 浮羽町教育委員会

川 村利雄 公民館長 大木町公民館

高橋新市 1/ 三矯町公民館

高 玄貞之 。 香春町公民館

百富勝昌 1/ 苅田中央公民館

松玄 二 一 築上郡公連会長 吉富町公民館長

毛利三郎 所 長 県教育庁粕屋出張所

備 考

－ 59 －



l階字面図

耐和 46年度新築公民館の状況

筑紫野市中央公民館

施設名

建物延面積

工期

筑紫野市中央公民館

1. 7 6 7耐

着工昭和46年 10月 15日

竣工昭和47年 3月31日

総工事費 94，000，000円

2階平面図

聞
－ 60 －



山田市熊ク畑公民館

施 設 名 山岡市熊ケ畑公民館

建物延面積 540柑
(1階}

工 期着工昭和46年 10年23日

回 綾工昭和47年 s年 31日

テ
総工事費 36.794.000円

ポー チ

( 2附)

綱 霊

研 修 室|会掻室

－ 61 －



頴 田

ピ胴 . ， 

.. . " 

町 /.¥ 
品品、 民 館

施設名 頴田町中央公民館

建物延面積 1，034耐

工 期着工昭和46年 11年20日

竣工昭和47年 s年 31日
総工事費 60，452，000門

大 防緩竃

視." .. 

－ 62 －



( I階 )

飯 塚市幸袋公民館

施設名 飯縁市幸袋公民館

建物延面積 819耐

工 期着工昭和46年 11年 6日

竣工昭和47年 8年80日

総工事費 88.161， 000円

( 2階〉

田理興奮雪量

研修室
大研修蜜

－ 63 －



志摩町東部公民館

施設名 志摩町桜野公民館

建物延面積 378m' 

工 期着工昭和46年 8月24日

竣工昭和46年 12月10日

総工事費 12，648，247門

－ 64 －



浮羽町公民館

*設 名 浮羽町公民館

建物延面積 366耐

工 期着工昭和46年 10月 1日

竣工昭和47年 2月20日

総工事費 14，950，000円

III 
物置 沸

宅

WC 

l茶甲
水

時

l 肉 、，1¥>程

手U 室 薄日 軍 4世v 習 電

4 事 務室

111111111111 11111 

－ 65 －



大蔵公民館(幼稚園併設)

施設名 北九州市立大蔵公民館

建物延面積 600111' 

工 期着工昭和47年 4月 10日

竣工昭和47年11月30日

総工事費 31.50 O. 000円

( 2陪 )

( 8階}

会嘩宣 c 調理教室

－ 66 －



昭和 47年度に建設された公民館

番号 市町村名 施設の名称 構造 延面積 工 期 総工事費 備 考

開a
着工47. 9. 1 35，0千O円O 1 北九州市 北九州市立曾線公民館 鉄筋 689 48. 3.31 

2 " 
北九州市立 m 693 

47. 9 1 37，600 
大里東部公民館 48 3. 31 

s " 北九州市立熊西公民館 " 606 
47. 7 1 

33，000 48 2. 20 

4 飯島草市 事E 田 a:- 民 館 " 805 
47. 10. 1 40，535 48. 3. 31 

5 宗像町
宗像町立

" 528 
47. 5. 1 26，120 

自由ヶ丘公民館 47.11.30 

6 津屋崎町 津屋崎町立中央公民館 " 820 
47. 7. 20 

53，055 48. 2. 20 

7 吉井町 吉井町中央公民館 " 1，200 
47. 7. 15 

76，476 47. 12. 25 

8 田主丸町 田主丸町中央公民館 " 1，230 
47. 8. 

66，040 48 3. 31 

9 上陽町 上陽町中央公民館 " 676 
47. 7. 5 

51，406 47. 12. 28 

10 瀬高町 ~t a:- 民 館 鉄骨 415 
47. 10. l 16，000 48. 2. 20 

11 大任町 大任町中央公民館 鉄筋 1，828 
47. 9 l 

75，000 48. 3. 20 

12 方波町 方城町中央公民館 " 1，075 
47 8. 25 

61，910 48 2. 25 

－ 67 －



公民館施設設備費国庫補助金の増勢

(単位千円)

年渡別 b首 設 費 補 助 設 備費 補 助

(昭和) 館数 縞 助 金 補 助 金 館 数 補 助金

25 - 4.286 18.776 

26 15 3.600 Y2 240 4.270 18.616 

27 24 6.200 〆〆 258 4.287 18.160 

28 32 6.600 YLt s 206 
5.615 21.039 

29 40 7.250 181 1.031 14.202 

30 39 6.800 11 174 678 11.250 

31 37 6.600 〆ノ 178 389 11.250 

32 42 7.950 λY 189 341 11.250 

33 32 8.000 λY 250 355 12.000 

34 33 12.200 λY 369 353 11.360 

35 35 34.000 λγ 971 514 18.145 

36 83 77. 900 11 938 518 18.771 

37 107 104.300 λγ 975 435 19.978 

38 118 118.000 /ノ 1.000 455 21.690 

39 100 156.000 4段 階 最高 1， 560 383 19.690 

40 127 187.250 250万・最低 100万 1.474 210 33.083 

41 145 266.900 1.840 252 17. 197 

42 127 315.400 2.480 259 22.536 

43 128 .3 5 9. 200 2.800 307 24.086 

44 133 329.200 2.470 302 22.687 

45 188 402.600 2.140 293 25.328 

46 254 1.014.800 3.995 

47 354 1.425.200 4.591 

48 2.95 0.000 

昭和48年度公民館施設整備費国庫補助金配分基準表

抱 設 規 模 補助金額 施 設 規 t英 補 助金額

330州単と 40 (1'"未満 3.100 
干円 1.35 ()m'以上-1.400州沖調 11.600 千円

400 11 -450 11 3.600 1，400 1/ -1.450 11 12.100 

4 5 0 // -5 0 0 11 4.000 1.450 ノ'1-1.500 11 12.500 

500 11 -550 11 4.400 1， 50 0 11 -1.550 11 12.900 

550 11 -600 11 4.800 1.550 "_1.600 〆ノ 13.300 

600 11 -650 11 5.300 1.600 11-1.650 11 13.800 

650 11 -700 11 5.700 1.650 グ _1.700 11 14.200 

700 11 -750 11 6.100 1.700 が _1.750 λy 14.600 

750 11 -800 11 6.500 1.750 11 _1.800 11 15.000 

800 11 -850 11 7.000 
850 11 -900 11 7.400 
900 11 -950 11 7.800 
950 /，-1.000 11 8.200 
1.000 庁-1.050 11 8.700 
1.050 /，-1.100 11 9.100 
1.100 /1-1.150 11 9.500 
1.150 /1-1.200 11 9.900 
1.200 /1-1.250 λy 1 0.400 
1.250 λ..-.1.300 1/ 10.800 
1.300 λ..-.1.350 11 1 1.200 

－ 68 －



公民館建築費県費補助金の推移(昭30-47年度)

館 数 1館当りの額 総 額

⑥+① 

本 分 本 分 本 分 備 考

5十

館 館 館 館 館 館

3 0 1 7 
千円 千円 千円 千円 千円
100 1，700 1，700 

3 1 1 3 100 1，300 1，300 

3 2 2 0 100 2，000 2，000 

3 3 30 100 3，000 3，000 

3 4 3 0 100 3，000 3，000 

3 5 2 4 100 2，400 2，400 

3 6 3 2 5 500 100 1，500 2，500 4，000 国庫補助を受けた、
市町村に県聖堂補助を

3 7 4 2 6 500 100 2，000 2，600 4，600 
行ない従来の10万を
分館補助とした。

3 8 3 2 6 500 100 1，500 2，600 4，100 

39 3 2 6 500 100 1，500 2，600 4，100 

4 0 2 2 6 500 100 1，000 2，600 3，600 

4 1 8 2 4 500 100 4，000 2，400 6，400 

4 2 9 2 5 500 100 4，500 2，500 7，000 

4 3 4 2 2 500 100 2，000 2，200 4，200 

4 4 5 1 9 500 100 2，500 1，900 4，400 

4 5 4 2 6 500 100 2，000 2，600 4，600 

4 6 6 2 7 1，000 200 6，000 5，400 1 1，400 額が 2倍になる

4 7 1 2 27 1，000 200 12，000 5，400 17，400 

－ 69 －



公立公民館〈分館〉建設費県費補助金交付要綱

1 目的

地域V<:j:;、ける社会教育の振興を図るため、市町村が設置し、国庫補助対象とならない公民館

(以下「小規模公民館」という。)令よび社会教育法第42条K基づく公民館類似施設(以下

「類似公民館」という。)の建設に要する経費の一部を予算の範囲内K晶、いて補助する。

2 補助事業者

市町村

3 補助対象事業

(1) 市町村が設置し、管理する小規模公民館建設事業で次の各号K該当する事業。

(ィ)当該年度中K完工するものであるとと。

(ロ)建築延面積が 100冊以上である ζと。

ゃう原則として新築であること。

(2) 上記(1 )の各号K該当する類似公民館建設に対する市町村の補助事業。

4 補助対象経費

(1) 小規模公民館建設事業

本工事むよび電気、給排水等の附帯工事費

( 2) 類似公民館建設補助事業

当該補助金

5 補助金の額

(1) 小規模公民館建設事業 定額

(2) 類似公民館建設補助事業

当該補助金の 2分の lV<:相当する額似内の定額

－ 70 －



OQ西宮B:fiヌ
福岡市中央区警固2丁目 13・20TEL73・2211

青い空には鳥たちの群れ

青い海には魚たちの群れ

青い炎には、人びとの集まり

自然と人間はいつまても

手をとりあっていこう

西部ガスの変わらぬ願いは

「人間と環境」の調和を

考えつづけることて戸れ

(弓(まえみ(芯愛 | 

いま、私たちが忘れかけているもの

それは ほほえみ

い車、私たちが取りもど'したいもの

それは一一一愛

ほほえみは人間E人聞のかけはし

ほほえみは大きな大畠な愛のしるし

ほほえみをひとりでも多〈の人に

事しのなかに少しでもほほえみをーー..・

それがにLぎんの晶画、、です

ニれからも皆さまのお役に立つ銀行を

めぎしていっそう努力いたします。

東京から鹿児島までのサービスネット

-・.~1:1lヨiiLZ:ZE---



コ カ :l - ~ C :l- ?Il TI.. C・S・c初旭町内川個師廿

ああ、このひととき
コークの世界

日米コカ・コーラポトリング株式会社
削CHIB日COCA-CDlABDTTlING CO_. lTD. (コカ・コーラ指定会社〉
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撮りま
機動力のナショナルポータブルビデオ

〈録画・再生〉

再生画像が即座に見られます。

記念行事や対抗，~合もパ y チリ録iilli o ~見限や焼き付けイ、;~.

いつで も好き♀ときに再生し てむ楽しみいた疋ける

1'1;川、コン パクトで、紫半く掛りまくる ポ タブル ビデオが

8ミリや16ミリにないユニーク な魅力で登均 しました。

まと、 一自置の ど'Fオとしてテレビl酢Hlσ)，よl両・ tlJ'lはιらろ

ん、カラーアダプタ を 1~品売すれば、カ ラーピデオに も寺 9

という寸ばらしい機f向。小形(j:がらも、ビデオのもつ jべて

の機能をそなえとや小さ告側きもの‘ で j'。

抜書草の機働性

軽々と日にかけて絞り体を追 う。すぼらし い機動力です。m
i!lJ技術のズームレンズが高度 な映像テクニ y クを I! fíf~ に L ま j ' ，

即時再生の魅力

ポ タプルビデオは録画 しん ι仰をl!111'¥‘に1
'
1'10. ~ ミリ ャカ

メラと違って背も!日!日寺に収録. 1'. ~ I: l!!ij川1:立ビデオカメラの ピ

ューファインダーで見られま寸 。 また別記り の HFコノパー

タを』産続すれば、ご家庭のテ レビにI1け してご・むいたどけま寸

や鮮明画像今

ヘッドに凶際持J午の 〈ホ ットプ レスフ J ライ 1-) を仰って耐

j明粍性は紘i拝。し かも驚くほどI止か命。

るノ• 

小形で軽量、
持ち運びに便利です
ビデオカメラは高感度マイク付き

カメラの本体に市!事度のマイクを内雌し、 i快

f~ と I IiJ tL~ I": r"i" jli も ~H止 し ま寸 。

ポータブルではじめて、

カラー録画再生ができます。

e早川 カラアー ダプ ター (N V -A 610);11'，''') を被統すれば、

テ レビのカ ラ一 昨Hlの録{I!lj・内生、カ ラーの'*1岨テープの
1
'
1'1ーなどカ ラー ピテJオに 1，1.f干りしま十。

ポー タ プルビデオではナ ンヨ ナルどけの1 IIIi ml (I'~ 主システム

です 。

/ 映像おふ広三一二日立;

竪望#翠~#I6， 1ポ
松下電器産業株式会社

九州特機営業所
福岡市博多区冷泉町凶醤 卜七号 TEL (27) 1131 




